
【歴史総合】 第１章 アジア諸地域の繁栄と日本① 

☆16 世紀以降のアジア…激動の連続！／イスラーム国家の発展の仕⽅とは？ 
 
◎オスマン帝国…現在のトルコ周辺にあったイスラーム国家 
Point トルコはヨーロッパとアジアの中継点  

《オスマン帝国の特徴》  
①領⼟の拡⼤を進める…⼈頭税（【1           】）を回収するため 
 ※【1           】とはイスラム教徒以外から徴収することができる税のこと 
 ※ イスラム教徒のことを【2              】という。 
Point イスラム教徒ではないヨーロッパの国を征服したら、その分税収が増える！ 

 
 
○スレイマン 1 世の時代 
・モハーチの戦いに勝利し、ハンガリーを征服 

 ・ハプスブルク家の拠点であったウィーンを攻撃（この戦いを【3                 】という）     
 →  この戦いは失敗に終わる →  この失敗からオスマン帝国は弱体化していくことに！ 
 

②キリスト教徒とイスラム教徒の共存 
○フランスを中⼼としたヨーロッパの⼈に領内の居住と通商の⾃由を認める 
 →これを【4                       】という 
○キリスト教やユダヤ教の共同体に⾃治を認める 
 
 
Point ⾃治を認めたオスマン帝国であったが、政治は【5                 】に基づいて実施 
※【5                 】…シャリーアともいう。イスラム教の聖典である『コーラン』と 

ムハンマドの⾔⾏（スンナ）に基づいて作られた法律 
 
③商業の発展…【6                    】の占領により、ヨーロッパ貿易が発展していく 
Point 【6                    】はアジアとヨーロッパを繋ぐ商業都市！（地図確認） 
 
 
◎サファヴィー朝…16 世紀後半にイランで栄えた国家 
《サファヴィー朝の特徴》 
①建国者…イスマーイール 1 世 
②王号…シャー（⽇本でいうところの『天皇』） 
③都…【7                     】（当時『世界の半分』と称された都） 
④宗教…【8      】派（イスラム教の中でも少数派／この宗派を国教とした） 
 
Point サファヴィー朝 →  アフシャール朝 →  【9                】朝と様々な国が 

イランの地で繁栄と衰退を繰り返した 
 



 
◎ムガル帝国 
《ムガル帝国の特徴》 
①ヒンドゥー教徒の多いインドで発展したイスラーム国家 
 
②【1           】の廃⽌ 
→ 第３代皇帝【10              】は【1           】を回収しなかった 
→  最初はヒンドゥー教徒にとって寛容な政策を打つ（ヒンドゥー教徒に⽀持してもらうため） 

 
 
 
③【1           】の復活 
→ シャー＝ジャハーンの時代に膨⼤な費⽤をかけてタージ＝マハルを建造 
→  そのおかげで国家の財政が傾くことになった（財政難に陥る） 
→  【11                    】の時代に【1           】を復活させ、税収増加を試みた 
→  ムガル帝国さらなる税収増加を求め、積極的に領⼟拡⼤に動き出す 
 
Point 財政状況の変化により【1           】が復活し、ヒンドゥー教徒の不満が増⼤した 
 
 

◎東南アジア 
《東南アジアの状況》 
①ヨーロッパ諸国が東南アジアに進出し貿易の中継地点として利⽤した 
Point アユタヤ王朝のように国際貿易の利益により繁栄した都市を【12             】という 

 
②東インド会社の活躍 
Point 東インド会社はアジアとの貿易独占権を与えられたヨーロッパの企業のこと 
→ その中でも特に活躍したのが【13             】の東インド会社であった 
→ 【13             】の東インド会社は世界最古の株式会社と⾔われている 
→ 当時の【13             】は【14             】と抗争を続けており、貿易制限をかけられ、
⾹⾟料が⼿に⼊らない状況だった 

→ 東インド会社のおかげでマルク諸島から⾹⾟料を⼿に⼊れることができた 
→ 【13             】はその後、⽇本へ進出するなど着々とアジアで拠点を広げることに成功 
 
Point ⽇本が鎖国中に唯⼀貿易を認めていた⻄欧の国が【13             】だった 

 
③【14             】によるマニラの建設 
→ 当時フィリピンを⽀配していた【14             】はマニラという都市を建設し、この場所を

貿易の拠点としていた 
 
Point ラテンアメリカ（スペイン領）から銀をマニラに輸送し、その銀を中国へ輸出する 
 



 
【⽳埋め解答】 
１ ジズヤ   ２ ムスリム   ３ ウィーン包囲   ４ カピチュレーション  
５ イスラーム法   ６ コンスタンティノープル   ７ イスファハーン    
８ シーア派   ９ ガージャール   １０ アクバル   １１ アウラングゼーブ  
１２ 港市国家   １３ オランダ   １４ スペイン 


